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葉山層群模式地の現状 （1) 

一森戸硬質泥岩層（三梨 ・ほか， 1968)-

平田 大ニ

最近の宅地開発や環境整備などにより．県内の各地層

の模式露頭も少なからずその影響を うけている。露頭の

状態が記載された当時より，大きくその姿を変えている

場所も少な くない。そのよう なことから，各模式地の現

在の状態を記録しておくこ とは，後の貴重な資料になる

と考えられる。

今回は， 三浦半島に分布する葉山層群の最下位層であ

るJ森戸硬質泥岩層の模式地について報告する。

森戸硬質泥岩層（三梨・ほか1968）は，渡部 (1952)

が森戸層と命名した地層に相当し，小島 (1954）の森戸

泥岩層，渡部・ほか (1968）の，森戸凝灰岩層に相当す

る。この模式地は， 三梨 ・ほか（1968）の葉山層群層相

区分 （木村， 1968の資料）による，葉山町森戸海岸であ

る。

本模式地は，森戸神社の Jill~の西側か ら南側にかけての

海岸露頭で，幸いにして開発等の影響を うけないでいる

（図 1）神社周辺の岩相は，チリメン状の風化形態をす

る灰白色塊状シルト岩，灰色細粒凝灰岩とシルト岩との

E層，ラミナの発達した砂質シルト岩，暗灰色の泥質岩

などが分布している。それらを貫いて，幅1～1.5mの

粗粒砂岩の岩脈がNE-SW方向に数本存在する。また露

頭全体にわたって，NNW-SSE方向の小断層が発達して

おり，それらに伴う共役断層や節理の発達が観察される。

一般走向はN45。～60°E，傾斜は40。～45。NWを示す。 神

社の南側の海岸には，灰色細粒凝灰岩とシルト岩との互

層の小露頭が点在する。走向はN25°E，傾斜は40。～50・

NWを示す。さらに岬の付根付近には，チ リメ ン状シル

ト岩とそれを貫〈 粗粒砂岩の岩脈の露頭が観察される。

（図2' 3) 

森戸硬質泥岩層は，大型化石をほとんど含んでいない

が， ぬJRIHARA(1971）は本層から産出する底楼および浮

遊性有孔虫化石を検討し本層の時代が下部中新統であ

ることを報告している。

HIRATADaiji Present state of type localities, the Hayama Group 
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図1 葉山町森戸海岸森戸神社周辺，森戸硬質泥岩層の模式J也(1980.1.7) 

図2・砂岩岩脈
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神奈川の風景と地質 （1 ) 

矢倉岳

今永 勇

足柄平野から富士山の方向を眺めると，箱根火山 ・金

時山の北側に足柄の山並が見え，その山並の中央に櫓の

ように突き出た山が見える。これが海抜 870mの矢倉岳

である。

矢倉岳は，山頂が広い草原になっており，西は富士山，

東は足柄平野から相模湾の眺めが良し、。尾恨つナこいに足

柄峠にも通じ，日帰りのハイキング ・コースとして適し

ている。また，久野久の名著「火山及び火山岩」にこの

矢倉岳が載っているので，火山を学ぶものにも，関心が

ある山である。

久野は，矢倉岳が石英閃緑岩の漏斗状の貫入岩体から

できており，足柄層群が摺曲を受けて変形した時，背斜 図1 地蔵堂部落方面から見た矢倉岳

lMANAGAlsamu :The scenery and geology of Kanagawa Prefecture (I) 

Mount Yaguradake 
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図2：矢倉岳町地形と石英閃緑岩賀入岩体 （＋印）
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矢倉岳貫入岩休 （黒色部）と足柄

層群の構造，数字は地層内傾斜を

示す（右下，久野1951,左上；筆者1980)

軸と向斜軸の問即ち摺曲の翼部に7 グマが貫入したもの と足柄層群との関係が，よりくわしくわかり，若干久野

であると述べている。そして地質図に地形等高線にはほ と違う考えに達したので次に述べる。

一致した東西方向に伸びたリンコ守の種子のような岩体を 矢倉岳の地形；矢倉岳は，東西方向に伸ぴた釣鐘型の

描いている（図3t
きて，最近，矢倉岳を調査したところ，石英閃緑岩体 出ており，図2に示すようにY1からY12までの番号をつ
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けわしい山形をしている。矢倉岳からは，幾つかの沢か
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図4 矢合喬石英閃緑岩休を取りまく足柄層群の走｜古l 傾斜
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けた。 沢は，図のように北から北東， そして南東にか

けて良〈発達し， 西側lには全然発達していない。 この

ような沢の分布は，矢倉岳の地質が東側では侵食に対し

て弱く，西側では強いとい 7ことを反映しているからで

あり，つまりは矢倉岳石英閃緑岩体の形状を間接的に示

すものと考えられる。

石英閃緑岩休と足柄層群；矢倉岳石英閃緑岩体を取り

まく足柄層群についてみると， 北側と南側では走向が若

干乱れ，傾斜も25°というような緩傾斜を示す部分もあ

るが，東側と西側では，地層の走向が矢倉岳石英閃緑岩

体をさけて取りまいているような方向に向き，傾斜はほ

ぼ＇35。～55・の問で西落ちである （図4）。

次に矢倉岳石英閃緑岩体と足柄層群との接触部の位

置を調べてみると，矢倉岳の5つの沢で確認できた。東

斜面のYs, Y1, Ysて寸土， 600-610mの高度で、泥岩層に

concordantに接している。南東のygて、は560mで泥岩層

に接しているが，石英閃緑岩と泥岩の境を切るN75。E48°

Nの走向移動断層が観察される。北側のy4では610m付

近にあるものと思われるが，この地点はじの沢で、観察さ

れたN77。W82°Sの走向移動断層の廷長上の位置にあた

っている。 YJでは， 710mから730mにかけてN85°W方向

に不規則に凸凹した石英閃緑岩体の接触部を追跡できる。

また，石英閃緑岩の分布は，図2のような東西に長い不

規則な楕円形を示している。

以上で述べたよう に，沢の発達状況，石英閃緑岩を取

りまく足柄層群の走向 ・傾斜，それに足柄層群にconcor-

dantに接している関係などから考えると，上に開いた漏

斗状の貫入岩休よりは，地層に平行に貫入したsillのよ
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図5：矢倉岳貫入岩体桜式断面図

うな貫入岩休を考えた方がより適当でないかと考える。

またsi11とすれば，石英閃緑岩休の横長の形は見掛け上

のものであり， sillの傾斜を35。～55°の問にと って貫入

岩体の形を考えると，図5のようにほぼ円筒形の岩体を

推定できる。

石英閃緑岩休の貫入している地層は足柄層群中部泥岩

層の下部であり，中部泥岩層と下部障壁岩層との境界は貫

入岩体の北から東側にまわり込んでいる。しかし南側

では，貫入岩体のほぼ中央部から南に伸びている。この

ように境界が矢倉岳南東部でずれているのは，先述した

貫入岩体南東部をかすめるN75°E48・Nの走向移動断層の

ためと考えられる。
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